
･ 朝日新聞  サービスアンカー川口܆部

･ 朝日新聞  サービスアンカー川口中央

･ 毎日新聞  川口新郷専売Ȇ

･ 読売新聞  ܆川口サービスセンター

･ 読売新聞  YC̈ 加駅西口店

･ 読売新聞  鳩ヶ谷サービスセンター

･ ԇ経新聞  川口新郷専売Ȇ

･ ԇ経新聞  ̈ 加中央専売Ȇ

猛
暑
の
夏
も
過
ぎ
た

頃
、
北
海
道
で
震
度
７

の
地
震
、
そ
し
て
台
風

が
次
々
日
本
列
島
を
襲

い
地
震
と
と
も
に
甚
大

な
被
害
を
全
国
に
も
た

ら
し
た
▼
本
誌
が
知
る
限
り

台
風
24
号
の
強
風
で
植
木
が

飛
ば
さ
れ
た
り
、
ト
タ
ン
屋

根
が
一
部
壊
れ
た
り
し
た
程

度
で
、
幸
い
こ
の
地
区
は
停

電
や
断
水
も
な
く
過
ご
せ
て

い
ま
す
▼
季
節
は
秋
た
け
な

わ
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
と
な

り
、
祭
り
や
各
町
会
の
運
動

会（

体
育
祭）

も
終
わ
り
ま

し
た
。
何
は
と
も
あ
れ
今
年

残
り
２
ヶ

月
半
、
穏
や
か
に

過
ご
し
た
い
も
の
で
す
▼
本

誌
も
平
成
７
年
７
月
創
刊
か

ら
23
年
目
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
４
月
か
ら
画
期
的
に
変

わ
り
ま
し
た
。
全
頁
カ
ラ
ー

印
刷
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

モ
ノ
ク
ロ
で
も
写
真
は
好
評

で
し
た
が
、
カ
ラ
ー
に
し
て

更
に
皆
さ
ん
喜
ん
で
下
さ
い

ま
す
。
顔
が
良
く
解
り
ま
す

と
▼
１
番
の
喜
び
は
変
わ
ら

ず
広
告
を
ご
協
力
下
さ
る
広

告
主
様
で
す
。
ま
た
、
発
行

協
力
下
さ
る
新
聞
販
売
所
様

で
す
。
そ
し
て
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
読
者
の
皆
さ
ん
で

す
。
難
し
く
な
っ

た
の
は
子

ど
も
達
の
顔
写
真
が
防
犯
上

の
問
題
か
ら
、
保
護
者
の
承

諾
な
し
に
掲
載
出
来
な
い
事

▼
市
役
所
、
武
南
警
察
署
、

新
郷
地
区
の
小
学
校
４
校
、

２
中
学
校
、
10
町
会
、
各
団

体
、
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
取

材
し
て
い
ま
す
。
各
町
会
に

温
度
差
が
あ
り
ま
す
。
ど
う

し
て
も
話
題
が
多
い
町
会
と

話
題
が
有
る
の
で
し
ょ

う
が

本
誌
の
努
力
が
足
り
な
く
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
耳
を
ダ

ン
ボ
に
し
て
情
報
収
取
に
努

力
し
ま
す
。
秋
の
声
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

0120 85 1494 048 282-1494
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第
12
回
本
蓮
祭
り（
実
行

委
員
長＝

鈴
木
歳
男
さ
ん）

が
、
10
月
６
日
宵
宮
、
７
日

本
祭
り
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。

宵
宮
は
各
支
部
単
位
設
営

会
場
で
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
思

考
を
凝
ら
し
た
催
し
が
行
わ

れ
た
。
本
郷
・
周
事
・
蓮
沼

支
部
は
合
同
で
、
蓮
沼
公
園

で
東
本
ソ
ー
ラ
ン
や
フ
ォ

ー

ク
ダ
ン
ス
等
も
取
り
入
れ
た
。

下
宿
支
部
で
は
、
オ
ペ
ラ

歌
手
の
金
刺
美
穂
さ
ん
を
迎

え
、
ソ
プ
ラ
ノ
で
歓
喜
の
歌
・

ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
・

十
五
夜
お
月
さ
ん
・
会
場
皆

で
故
郷
を
合
唱
し
、
宵
宮
を

盛
り
上
げ
た
。

翌
７
日
は
、
蓮
沼
公
園
に

各
支
部
の
大
人
神
輿
７
基
、
子

供
神
輿
１
基
と
そ
れ
ぞ
れ
の

第１２回 本蓮祭り　今年も盛大！
東中生・榛松中生も担ぎ思い出づくり

左から飯塚孝之市議、板橋智之県議、新藤義孝代議士、鈴木歳男さん、西田仁昭さん

山
車
が
集
結
し
た
。

出
発
式
に
は
、
新
藤
義
孝

衆
議
院
、
奥
ノ
木
信
夫
市
長
、

板
橋
智
之
県
議
、
飯
塚
孝
行

市
議
、
中
山
久
仁
夫
本
蓮
町

会
長
、
前
原
博
孝
市
議
＆
連

合
町
会
長
、
安
部
正
幸
東
中

校
長
、
各
町
会
長
、
支
所
長

等
大
勢
が
激
励
し
た
。

乾
杯
後
、
７
支
部
の
神

輿
・
山
車
が
氷
川
神
社（
総

代
長＝

松
本
正
則
さ
ん）

ま

で
の
１
㎞
を
巡
行
し
た
。
　

今
年
も
東
中
生
徒
40
人
、

新
た
に
榛
松
中
生
徒
5
人
、
更

に
各
信
用
金
庫
や
新
郷
農
協

か
ら
40
名
程
が
担
ぎ
手
の
応

援
で
、
境
内
で
の
奉
納
練
込

ま
で
を
体
験
し
た
。

支
所
か
ら
は
、
婦
人
部
の

流
し
踊
り
、
境
内
で
の
奉
納

お
ど
り
が
華
を
添
え
た
。

前
日
に
神
輿
御
霊
入
れ
、

終
了
後
御
霊
抜
き
が
宮
本
洋

平
神
職
の
下
行
わ
れ
、
無
事

祭
り
を
終
え
た
。

鈴
木
会
長
は「

好
天
気
に

恵
ま
れ
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の

協
力
の
下
無
事
終
了
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

下宿支部の宵宮で、左から中山久仁夫本蓮町会長、中里貞治さん、鴇田勇さん、
板橋県議、及川紀男さん、鈴木さん、飯塚市議、西田さん、金刺さん。

秋祭り̅鳩ヶ谷駅
。２２日と２３日、̅鳩ケ谷駅ロータリーで「̅鳩ケ谷秋祭り」が開催された܆９
अノ܆信夫市ԉ、若谷正巳議ԉ、板橋智之県議等अ勢がȅ席した。真島̈樹さんと川口
おもてなし役Ȇ一座が御Ȇ	サンバを踊り披܉した。沢山のイベントや、鳩ケ谷名ȇソ
ース焼きうどん、܅域の名店ԆЇに行ȅが出܆अ賑わいだった。
ą真左から若谷正巳議ԉ、板橋智之県議、अノ܆市ԉ、野口宏明市議、ȉ܆尹宏さ
ん、熊井初雄さん、ԇ部井惣次さん、尾島義彦さん。

ま
し
た」

と
。

東
中
生
徒
会
長
の
後
庵
野

夏
帆
さ
ん
は「

活
気
が
あ
っ

て
、
連
帯
感
が
あ
り
楽
し
か

っ

た
。
ま
た
や
っ

て
み
た
い

で
す」

と
。

榛
松
中
の
野
口
純
太
君
は

「

重
か
っ

た
け
ど
楽
し
い
思
い

出
に
な
っ

た
。
来
て
よ
か
っ

た」

と
。

ス
ペ
イ
ン
か
ら
来
て
、
本

蓮
の
鵜
飼
勝
さ
ん
宅
に
滞
在

中
の
マ
リ
ア
・
ペ
ニ
ャ

ス
カ

ル
・
フ
ェ

リ
ス
さ
ん（

写
真）

は「

初
め
て
の
神
輿
に
驚
き
、

び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
ス
ペ

イ
ン
と
は
全
然
違
い
ま
す
。
楽

し
か
っ

た
で
す
。
日
本
大
す

き
で
す」

と
感
想
を
語
っ

た
。

本
蓮
の
山
崎
さ
ん

北
海
道
に
義
援
金
送
る

東
本
郷
の
山
埼
基
宏
さ
ん

は「

北
海
道
胆
振
東
部
地
震

の
義
援
金
と
し
て
５
万
円
を

役
立
て
た
い」

と
、
小
紙
新

郷
新
聞
に
相
談
さ
れ
た
。

編
集
長
は
、
地
元
県
議
の

板
橋
智
之
さ
ん
に
依
頼
し
、
本

蓮
祭
り
会
場
で
手
渡
し
た
。

「

浄
財
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活

動
も
出
来
な
い
の
で
、
募
金

し
ま
す」

と
山
埼
さ
ん
。

祭
り
で
見
え
た
新
藤
代
議

士
、
祭
り
実
行
委
員
長
の
鈴

木
歳
男
さ
ん
も
同
席
。

ą真左から板橋さん、山埼さん、ȉ܆さん、新藤さん。
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
30
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会 ☎ 

9月 29日、新郷南小学校（校長＝久保田真一さん）は、ＰＴＡ（会長＝小林和八さん）
主催、第4回「しんニャン祭り」を開催した。
開会式には、県議・市議、町会長・各学校ＰＴＡ会長等大勢の来賓が訪れた。沢山の模擬
店、特別室では、貝殻アートやお絵かきせんべい・スーパーボール救い等どのブースも賑わ
った。
終了後、校長が校庭でロケット飛ばしを予定していたが残念ながら雨で中止となった。
写真左から、小林会長、小森谷泰史さん、伊藤雄一さん、久保田校長、前原博孝市議、飯
塚孝行市議、幡野茂市議、平賀貴義さん。

武
南
病
院（

院
長＝

長
汐
俊
治
さ
ん）

の
敬
老
会
が
９
月
13
日
、

同
病
院
リ
ハ
ビ
リ
室
で
開
催
さ
れ
た
。

勝
田
看
護
部
長
が
、「

健
康
に
気
を
配
り
97
歳
を
迎
え
ら
れ
た
今

も
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
日
敬
老
の
日
に
あ
た
り
表
彰

い
た
し
ま
す」

と
各
階
代
表
一
人
一
人
に
手
渡
さ
れ
、
全
病
棟
の

90
歳
以
上
の
方
全
員
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
会
場
皆
で
、
ふ
る
さ
と
や
紅
葉
な
ど

を
大
合
唱
し
た
。
そ
し
て
か
わ
い
い
魚
屋
さ
ん
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
登
場
し
た
保
育
室
の
子
ど
も
達
が
、「

む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
・
お

帰
り
の
歌」

等
の
ダ
ン
ス
を
元
気
に
踊
り
、
会
場
に
微
笑
み
を
与

え
た
。

9月22日、東本郷小学校（校長＝井上千春さん）は、ＰＴＡ（会長＝藤﨑幸子さん）主催による
「子どもとともに・地域とともに・チーム東本郷小」のキャッチフレーズのもと絆事業「ひがほんま
つり」を開催した。
開会式には、東本郷小合唱団・ブラスバンドが演奏した。アトラクションでは、ひがほんスター

誕生でも児童たちが熱演した。模擬店やゲームコーナーも賑わっていた。
写真左から、大熊恒久新堀町会長、板橋智之県議、藤﨑会長、井上校長、幡野茂市議。

絆
・
ひ
が
ほ
ん
ま
つ
り

新郷南小しんニャン祭り

26日、ロープジャングルジム（後方）・綱܆本郷2丁目にある「新郷自ćの森」に、9܆近くのࠆ中学܆
渡りターザンロープ（右अ）・わんぱくモンキーすべり台（左）が設置された。
飯塚市議（中央）は、「市議会の一般質問等で訴えてきた、新郷自ćの森へのअ型遊ąの設置が実現さ
れ、平日でもअअな賑わいとなっております。Ԉ؆く、遊ばない遊ばせない公܅から、笑ࠉがあふれる公
　　　。域を目̆してまいります」と܅があふれるࠉとなったことは本当にうれしく思います。今後も市民の笑܅
中山久仁夫本蓮町会ԉ（左)は「５؆過ぎの؆ԉでも子ども	や親子	れがたくさん܆ていてびっくり。

若�の溜まりࠅだったࠅȆが生まれअわった」と。関ࠆ和雄赤井町会ԉ（右）は「子どもの遊びࠅを作っ
てくれてありがたい。森܆も見通しが良くなり安心安ąな公܅に生まれअわってうれしい。ࠉわくば残り
の森܆も早く伐採してほしい」と。　

武
南
病
院
敬
老
会

9月15日、新郷公民館全館を使用して、「板橋智之県政報告会」が開催された。
川口北東部、新郷・安行・戸塚・鳩ケ谷・上根地区より支持者が大型バスなどで結集し
た。来賓の、新藤義孝衆議院議員、奥ノ木信夫市長、古川俊治参議院議員、宇田川好秀党
市議会団長が祝辞を述べた。板橋県議は１期４年目、これまでの実績と歩みをテーマに県
政報告を行い、２期目への支援を呼びかけた。

板橋県議は「体育ホールをメイン会場とし、他室はライブ映像を中継しモニター視聴と
なりました。多くの皆様ありがとうございました」と感謝。

新藤衆議院議員、奥ノ木市長を迎え県政報告会

奥から吉田英司・稲川和成・杉本佳代・野口宏明・前原博孝・宇田川好秀・飯塚孝行

市議の皆さんも。写真には、いませんが柳田つとむ市議も出席しました。

飯
塚
市
議
の

新
郷
自
然
の
森
改
革
が
実
現



武
南
警
察
署
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自
転
車
は
　
車
と
い
っ

し
ょ

　
左
側

☎

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

病
院
、
介
護
施
設
、
一
般

の
家
庭
に
歯
医
者
が
出
向
い

て
、
口
腔
ケ
ア
を
す
る
仕
事

が
増
え
て
い
ま
す
。
訪
問
歯

科
診
療
と
言
っ

て
、
歯
科
医

と
お
口
の
中
の
ケ
ア
を
専
門

と
す
る
衛
生
士
と
ペ
ア
で
回

っ
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
で
お
口
の
中
の

掃
除
を
せ
ず
、
放
っ

て
お
く

と
細
菌
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、

悪
臭
が
し
、
お
口
の
中
は
カ

ビ
が
生
え
た
よ
う
な
状
態
に

な
っ

て
し
ま
い
、
全
身
の
健

康
に
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
男
性
と
女
性
の

平
均
寿
命
は
そ
れ
ぞ
れ
80
歳
、

87
歳
に
な
っ

て
い
ま
す
。
現

在
は
100
歳
以
上
の
人
も
多
く

な
っ

て
い
ま
す
が
、
平
均
す

る
と
こ
う
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
他
人
の
力
を
借

り
ず
に
、
自
立
で
き
る
寿
命

の
事
を
健
康
寿
命
と
言
い
ま

す
が
、
そ
の
年
齢
は
、
男
性

71
歳
、
女
性
74
歳
で
、
な
ん

と
９
～
12
年
の
間
は
他
の
人

の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
生
活

で
き
な
い
状
態
に
あ
る
人
が

多
数
な
の
で
す
。

健
康
な
う
ち
は
、
入
院
し

た
く
な
い
、
施
設
に
入
り
た

く
な
い
、
長
患
い
し
た
く
な

い
と
、
誰
も
が
思
っ

て
い
ま

す
。し

か
し
老
化
は
40
歳
を
過

ぎ
る
頃
か
ら
、
関
節
や
筋
肉

の
衰
え
を
感
じ
、
70
歳
に
も

な
る
と
痛
み
が
出
た
り
、
疲

労
が
す
ぐ
に
取
れ
な
い
状
態

で
す
。
し
か
し
、
関
節
や
筋

肉
は
、
自
分
の
意
志
で
鍛
え
、

丈
夫
に
で
き
る
唯
一
の
器
官

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
は
そ

れ
ほ
ど
暗
い
も
の
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
、

ち
ょ
っ

と
き
つ
め
の
運
動
で

体
を
鍛
え
、
正
し
い
栄
養
の

取
り
方
を
す
る
事
で
す
。
さ

ら
に
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
情

報
は
、
今
や
沢
山
出
て
い
て
、

知
る
事
が
で
き
る
の
で
、
た

だ
実
行
あ
る
の
み
で
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

江戸袋町会研修旅行
新
堀
町
会
12
班（

班
長＝

川
原
崎
利
朗
さ
ん）

は
、
車
椅

子
走
行
体
験
・
ア
イ
マ
ス
ク
着
装
歩
行
体
験
と
認
知
症
に
つ

い
て
の
話
を
、
メ
ゾ
ン
新
郷
集
会
所
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広

場
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
９
月
22
日
開
催
し
た
。

車
椅
子（

電
動
カ
ー
ト
・
介
助
用
・
自
走
式
等）

の
使
い

方
・
車
椅
子
に
乗
っ

て
の
移
動
・
走
行
の
し
か
た
・
段
差
越

え
の
方
法
。
ア
イ
マ
ス
ク
を
付
け
て
歩
く
・
介
助
者
の
腕
の

持
ち
方
や
誘
導
姿
勢
・
階
段
の
上
り
下
り
等
、
社
協
・
福
祉

教
育
推
進
員
、
福
祉
用
具
相
談
員
の
、
大
川
幸
弘
さ
ん
、
本

田
昌
輝
さ
ん
よ
り
指
導
を
受
け
た
。

認
知
症
と
は
何
か
等
を
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
宇
田
潤

さ
ん
、
小
久
保
幸
子
さ
ん
よ
り
話
を
聞
い
た
。

車いす体験と講習会

9月 16日、江戸袋町会（町会長＝前原博孝さん）は、平成 30年度研修日帰りバスツ
アーを開催した。山梨県大月リニア見学センターでリニア新幹線を見学し、昼は響きの
郷で「ほうとう定食」を食べ太鼓ショーを見て。ぶどう狩りをするなど楽しいひと時を

共有して親睦を図った。☆前原博孝さんは川口市議、新郷地区連合町会長兼任。
板
橋
智
之
県
議
・
飯
塚
孝
行
市
議
・
大
熊
恒
久
新
堀
町

会
長
も
激
励
に
訪
れ
た
。

写
真
上
前
列
左
か
ら
大
熊
さ
ん
、
板
橋
さ
ん
、
後
列
川

原
崎
さ
ん
、
飯
塚
さ
ん
。
左
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
。

９
月
24
日
、
板
橋
事
務
所
に
於
い
て
、
県
議
を
囲
ん

で「

中
秋
の
名
月
の
宴」

を
開
催
し
た
。
危
ぶ
ま
れ
た
天

候
に
恵
ま
れ
、
宴
の
合
間
に
十
五
夜
の
月
を
鑑
賞
し
た
。

写
真
前
列
左
か
ら
、
鈴
木
博
子
、
佐
藤
み
ゆ
き
、
小
堀

美
陽
、
小
助
川
武
、
板
橋
智
之
県
議
、
及
川
紀
男
、
佐
藤

正
朋
、
照
山
悦
子
。
後
列
左
か
ら
小
堀
鶴
雄
、
辻
好
恵
、

吉
田
浩
之
、
細
目
博
、
後
藤
忠
、
高
垣
豊
、
中
山
久
仁

夫
、
宮
本
洋
平
、
小
野
寺
勉
、
相
田
和
歌
子
、
新
藤
義
孝

衆
議
院
議
員
秘
書
の
菊
地
博
。（

敬
称
略）

板橋県議を囲んでお月見！

や
な
い
�
楽
部

؆
気
Ȇ
い

新
堀
の
有
志
で
集
う
、
や
な
い
倶
楽
部（

会

長＝

後
藤
半
三
さ
ん）

は
、
９
月
30
日
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
の
暑
気
払
い
を
、
新
堀
の「

萩」

で

行
っ

た
。

前
原
博
孝
市
議
も
参
加
で
沢
山
の
会
員
が
カ

ラ
オ
ケ
等
で
楽
し
ん
だ
。

写
真
左
か
ら
前
原
市
議
、
後
藤
会
長
、
後
田

禧
甫
さ
ん
、
小
柳
弘
光
さ
ん
。

新
堀
運
動
会
に

新
藤
義
孝
衆
議
院
来
る

１０月７日新堀町会（町会長＝大熊恒久さん）の運動会が、今年最後
の真夏日に開催された。
写真左から、高橋富士夫さん、大熊町会長、新藤代議士、太田茂さん、
谷恒之さん。



平成３０年９月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 武南警察署管内

人身事故 17,481 件（-1,554）     ６１６件（+２３）

死者数   　 130 名（+9）         ４名（+２）

負傷者　 21,153 名（-2,169）     ７１５名（+８）

物損事故107,342 件（+3,854）  ３,２１３件（+１３０）

平Ȇ30 年930܆ 日 交通事Ԇ日ࠅ（カッコは前年対比）

２０１８年（平Ȇ３０年）１０１７܆日（水曜日）　（４）第２８０号 新　 郷　 新　 聞

本
庶
佑
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
の
体
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス

な
ど
外
敵
が
侵
入
す
る
と
異
物
と
し
て

認
識
し
、
リ
ン
パ
球
な
ど
の
免
疫
細
胞

が
抗
体
物
質
を
作
り
排
除
し
て
い
ま

す
。
が
ん
細
胞
が
免
疫
細
胞
と
握

手
し
て
味
方
だ
と
思
わ
せ
て
だ
ま

し
て
い
ま
し
た
。

先
生
の
発
見
し
た
免
疫
の
仕
組
み

は
、
握
手
す
る
手
を
見
つ
け
た
こ
と
で

す
。
が
ん
細
胞
が
握
手
す
る
よ
り
も
早

く
免
疫
細
胞
の
手
と
薬
の
手
を
握
手
さ

せ
ま
す
。
免
疫
細
胞
が
、
が
ん
細
胞
を

異
物
と
認
識
し
攻
撃
す
る
こ
と
で
す
。
　
　

「

オ
プ
ジ
ー
ボ」

は
自
分
の
も
つ
免

疫
細
胞
に
働
き
か
け
、
が
ん
細
胞
を
叩

く
の
で
、
効
果
は
個
人
差
が
非
常
に
大

き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
適
用

の
効
果
は
２
割
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
副

作
用
は
、
他
の
抗
が
ん
剤
よ
り
は
非
常

に
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
と
握
手
さ
せ
な
い
で
免
疫
の
働

き
を
活
発
に
す
る
夢
の
薬「

オ
プ
ジ
ー

ボ」

は
、
H
26
年
９
月
100
mg
薬
価
72
万

９
８
４
９
円
で
悪
性
黒
色
腫
を
対
象
と

し
て
保
険
適
用
に
な
り
ま
し
た
。

体
重
60
㎏
の
患
者
が
１
年
間
使
用
し

た
ら
３
５
０
０
万
円
掛
か
る
事
が
話
題

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（253）

今
月
の
新
郷
句
楽
部

अ
べ
に
は
庭
の
ȇ
؉
虫
の
声
　
　
　
　
　
前
野
宿
　
森
ԇ
米
子

अ
か
ら
の
風
を
܆
に
三
尺
寝
　
　
　
　
　
榛
松
　
　
相
沢
雅
乃

撥
さ
ば
き
櫓
せ
ま
し
と
汗
の
飛
ぶ
　
　
　
܆
本
郷
　
豊
後
ć
子

施
設
か
ら
鳴
き
声
漏
れ
て
赤
蜻
蛉
　
　

本
蓮
　
太
ԇ
垣
登
志
乃

満
अ
の
星
と
語
ら
い
端
居
か
な
　
　
　
　
अ
竹
　
　
井
上
܉
子

鰯
雲
人
に
؅
あ
り
実
あ
り
　
　
　
　
　
　
芝
富
士
　
神
作
�
子

あ

と

が

き

秋
の
日
は
«
あ
っ
と
い
う
ԉ
に

日
が
暮
れ
ま
す
¬
交
通
事
Ԇ
な
ど

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
¬

次
号
は
11
܆
21
日（

水）
発
行

で
す
¬

未

܆

の

相

談

会

¡

終

活

を

�

え

る

¡

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
で
寄
付

４
月
に
、
栃
木
県
プ
レ
ス
テ

ー
ジ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
第

11
回
新
郷
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ
を
行
、
っ
た
同
実
行
委

員
会（

委
員
長＝

押
田
恒
雄
さ

ん）

は
、
ゴ
ル
フ
大
会
の
収
益
を

昨
年
同
様
に
、
東
本
郷
小
学
校

（

校
長＝

井
上
千
春
さ
ん）

、
と
新

郷
南
小
学
校（

校
長＝

久
保
田
真

一
さ
ん）

の
特
別
支
援
学
級
に
寄

付
し
た
。

久
保
田
校
長
は「

大
型
テ
レ

ビ
と
カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
を
ひ
ま
わ

り
学
級
に
頂
き
ま
し
た」

と
。

写
真
左
か
ら
、
久
保
田
校
長
、

押
田
さ
ん
。

写
真
同
会
提
供
。

こ
の
度
は「

未
来
の
相
談

会」

に
つ
い
て
お
話
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

未
来
の
相
談
会
と
は
、
あ

な
た
の
こ
れ
か
ら
の
こ
と（

お

家
の
こ
と
、
遺
言
の
こ
と
等）

に
つ
い
て
、
一
緒
に
寄
り
添

う
事
で
す
。

「

終
活」

と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？終

活
と
は
、
死
と
向
き
合

い
、
最
後
ま
で
自
分
ら
し
い

人
生
を
送
る
た
め
の
準
備
の

こ
と
で
す
。

つ
ま
り
終
活
と
は
、
死
と

向
き
合
い
、
最
後
ま
で
自
分

ら
し
い
人
生
を
送
る
た
め
の

準
備
の
こ
と
で
す
。

終
活
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
が
終

わ
り
定
年
退
職
を
迎
え
た
方

な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

を
ど
う
や
っ

て
充
実
さ
せ
よ

う
か
と
考
え
る
で
し
ょ

う
し
、

ま
だ
定
年
を
迎
え
る
年
齢
で

は
な
く
て
も
、
自
分
の
老
後

に
つ
い
て
今
か
ら
準
備
を
し

て
お
き
た
い
と
考
え
る
方
も

い
る
で
し
ょ
う
。

  
 

イ
ベ
ン
ト
情
報

要
す
る
に
、
あ
な
た
の
身

の
回
り
を
整
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

私
自
身
、
母
が
急
死
し
、

父
と
妹
で
母
の
遺
産
の
分
担

に
つ
い
て
争
っ

た
経
験
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
経
験
を
機
に

少
し
で
も
、
生
前
に
書
き
記

し
た
り
、
権
利
関
係
を
調
整

し
て
お
く
大
切
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

私
は
、
ご
本
人
や
残
さ
れ

た
ご
家
族
の
方
が
、
不
安
の

気
持
ち
を
抱
く
こ
と
な
く
事

柄
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
の
人
に
と
っ

て
も
い
つ

の
日
か
、
お
迎
え
が
参
り
ま

す
。「

私
、
い
つ
で
も
大
丈
夫

よ
。」

と
心
に
余
裕
を
持
ち
、

笑
っ

て
過
ご
せ
る
よ
う
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

宅
地
建
物
取
引
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桐
山
　
早
苗

に
な
り
、
H
29
年
２
月
に
は
特
別
に
100

mg
薬
価
36
万
４
９
２
５
円
に
さ
が
り
ま

し
た
。
H
30
年
４
月
定
期
の
薬
価
改
正

が
あ
り
、
100
mg
薬
価
27
万
８
０
２
９
円

と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
11
月

か
ら
特
別
臨
時
で
40
％
薬
価
が
下
が
る

と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
現
在
７
種
の
が
ん
治

療
薬
と
し
て
保
険
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

国
内
で
は
、
競
合
品「

キ
イ
ト
ル
ー

ダ」

が
米
国
メ
ル
ク
社
か
ら
発
売
さ

れ
、
他
社
も
追
随
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
は
、
50
種
類
以
上
の
が
ん
細

胞
の
治
療
薬
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
ま

す
。

保
険
薬
剤
師

中
山

久
仁
夫

夢
の
薬
？

草
加
せ
ん
べ
い
の
庭

コ
ン
サ
ー
ト

◇
日＝

10
月
27
日（

土）

◇
時＝

19：

00
開
演

◇
所＝

草
加
せ
ん
べ
い
の
庭

◇
チ
ケ
ッ

ト＝

２
０
０
０
円

投稿

９
月
16
日
、
新
郷

T
B
G
連

合
会
は
第
70
回
大
会
を
、
新
郷

T
B
G
コ
ー
ス
で
開
催
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

🔶

一
般（

男）

▽
優
勝＝

渡
辺

正
勝
▽
準
優
勝＝

藁
科
明
弘
▽
３

位＝

細
川
和
宏
。

🔶

シ
ニ
ア（

男）

▽
優
勝＝

吉

田
富
男
▽
準
優
勝＝

熊
沢
康
雄
▽

３
位＝

仲
村
多
喜
男
。

🔶

一
般（

女）

▽
優
勝＝

金
子

９
月
22
日
、
南
平
文
化
会
館
に

お
い
て
、「
第
54
回
川
口
市
交
通

安
全
市
民
総
ぐ
る
み
大
会」

が
開

催
さ
れ
た
。

表
彰
者
は
次
の
通
り
。

◇
交
通
功
労
者＝

馬
場
久
江
、
中

村
和
恵
。
◇
交
通
功
労
団
体＝
川

口
こ
ど
も
園
、
川
口
市
立
辻
小
学

校
。
◇
優
良
運
転
者（

45
年
以

上）
＝

松
﨑
寛
一
、
新
井
幸
夫
、

御
小
柴
隆
、
菅
原
規
夫
、
太
田
隆

三
。
◇
優
良
運
転
者（

40
年
以

上）
＝

川
端
康
弘
、
関
口
十
九

二
。
◇
優
良
運
転
者（

35
年
以

上）
＝

田
中
昌
智
、
中
山
良
重
、

小
松
繁
堯
、
鈴
木
敬
範
。
◇
優
良

運
転
者（

30
年
以
上）

＝

関
行

雄
、
本
木
達
也
、
澤
田
武
雄
、
井

田
和
久
、
根
本
次
男
、
飯
塚
テ
イ

子
。
◇
優
良
運
転
者（

25
年
以

上）
＝

黒
﨑
満
、
藤
沢
京
子
、
牛

込
茂
、
磯
木
章
吉
、
田
中
稔
。
◇

優
良
運
転
者（

20
年
以
上）

＝

勅

使
河
原
貞
宏
、
美
馬
道
人
、
小
寺

弥
昭
、
佐
々
木
広
徳
、
中
山
郁

雄
、
岡
本
重
男
。
◇
優
良
運
転
者

（

15
年
以
上）

＝

鈴
木
和
恵
、
吉

田
清
治
、
山
本
晴
彦
、
佐
藤
智

之
。
◇
優
良
運
転
者（

10
年
以

上）
＝

大
塚
巖
、
永
山
紀
子
、
塩

田
康
夫
。
◇
優
良
運
転
者（

５
年

以
上）

＝

石
井
政
彦
、
浅
沼
寿

之
、
橋
本
清
志
、
小
林
牧
子
、
中

山
栄
次
、
阿
部
和
夫
。

🔶

交
通
安
全
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者

◇
銀
賞＝

関
口
詩
優（

新
郷
小
３

年）

、
原
田
茉
菜（

東
中
１
年）

。

◇
銅
賞=

今
關
拓
海（

東
本
郷
小

１
年）

。
◇
佳
作＝

斉
藤
陽
菜
・

谷
瀬
摘
海（

新
郷
南
小
１
年）

、

茶
木
愛
海（

新
郷
南
小
３
年）

、

石
塚
大
暉（
新
郷
東
小
３
年）

、

田
村
莉
菜（
東
本
郷
小
４
年）

、

西
村
紫
音（

東
本
郷
小
５
年）

、

秋
山
美
翔（

新
郷
小
６
年）
。
（

敬
称
略）

ス
ポ
ー
ツ
の
記
録

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

交
通
安
全
市
民

総
ぐ
る
み
大
会

「

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動」

の
一
環
と
し
て
、
前
原
博
孝
連
合

町
会
長
と
、
中
山
久
仁
夫
新
郷
交

通
安
全
指
導
員
会
会
長
の
発
案

で
、
新
郷
地
区
で
初
め
て
、
地
区

内
の
小
中
学
校
６
校
の
各
学
校
20

点
の
児
童
・
生
徒
の
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
を
出
品
し
て
も
ら
っ
た
。

９
月
22
日
、
そ
の
優
秀
作
品

の
表
彰
式
が
新
郷
公
民
館
視
聴
覚

室
で
行
わ
れ
、
作
品
120
点
が
ロ
ビ

ー
に
展
示
さ
れ
た
。

🔶

東
中
学
校
▽
金
賞＝

永
井
恋

実
▽
銀
賞＝

五
十
嵐
陽
采
・
大
河

内
友
見
・
小
池
樹
璃
亜
・
斉
藤

梓
。🔶

榛
松
中
学
校
▽
金
賞＝

坂
本
春
花
▽
銀
賞＝

大
室
春
樹
・

西
田
咲
良
子
。🔶

新
郷
小
学
校

▽
金
賞＝

増
田
仁
衣
菜
▽
銀
賞＝

栗
田
愛
絆
・
末
﨑
美
謡
・
山
下
璃

子
・
山
本
椿
。🔶

新
郷
南
小
学

校
▽
金
賞＝

村
上
洸
一
▽
銀
賞＝

老
川
虎
汰
郎
・
佐
藤
可
菜
・
外
山

千
鶴
・
藤
島
直
央
・
山
沢
陽
花
。

🔶

新
郷
東
小
学
校
▽
金
賞＝
中

村
大
獅
▽
銀
賞＝

古
挽
千
吏
・
佐

藤
翔
大
・
富
澤
仁
・
長
谷
優
希
。

🔶

東
本
郷
小
学
校
▽
金
賞＝

深

井
菜
名
▽
銀
賞＝

岡
田
莉
緒
・
押

田
香
恋
・
佐
藤
優
衣
・
高
橋
優

羅
。（

敬
称
略）

公
益
法
人
川
口
法
人
会
、
第
４

支
部（

新
郷
地
区
支
部
長＝

菅
生

勇）

は
、
第
２
回
親
睦
ゴ
ル
フ
会

を
９
月
19
日「

栃
木
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
カ
ン
ト
リ
ー」

で
開
催
し
ま
し

た
。
新
郷
地
区
内
の
瀧
野
川
信

金
・
川
口
信
金
・
青
木（

榛
松
・

江
戸
袋）
信
金
、
大
同
生
命
、
A

I
G
損
保
の
協
力
の
も
と
７
組
で

楽
し
く
行
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。
　
　

◇
優
勝＝

小
林
實（

江
戸
袋）

、

準
優
勝＝

平
林
仲
介（

東
本
郷

南）

、
３
位＝

押
田
恒
雄（

榛
松）
。
　
　
　

（

敬
称
略）

情
報
提
供
・
阿
部
　
和
夫

９
月
15
日
、
東
本
郷
台
町
会
会

館
で
、
男
声
合
唱
団「

ア
ペ
ル
タ

ス」（

代
表＝

松
川
大
さ
ん）

が
、

４
つ
の
パ
ー
ト
で
斎
太
郎
節
・
栄

光
の
架
橋
等
８
曲
を
、
ア
カ
ペ
ラ

で
見
事
に
歌
い
あ
げ
、
素
敵
な
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
聴
か
せ
た
。

同
合
唱
団
は
、
叡
明
高
等
学
校

男
声
合
唱
団
歌
う
の
卒
業
生
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、

結
成
１
年
目
の
若
い
合
唱
団
だ

が
、
24
時
間
テ
レ
ビ
全
国
合
唱
選

手
権
で
日
本
１
に
な
っ
た
グ
ル
ー

プ
。
埼
玉
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
も
優
勝
し
、
関
東
大
会
へ

の
出
場
も
決
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
度
は
、
寿
司「

三
長」

さ

ん
の
子
息
、
武
田
侑
大
さ
ん
が
、

メ
ン
バ
ー
の
一
員
で
あ
る
こ
と
か

ら
実
現
し
た
。

宇
木
友
哉
団
長
は「

全
国
大
会

を
目
指
し
頑
張
り
ま
す」

と
。

浩
子
▽
準
優
勝＝

鈴
木
幸
子
▽
３

位＝

小
野
キ
ミ
エ
。

🔶

シ
ニ
ア（

女）

▽
優
勝＝

安

松
珠
子
▽
準
優
勝＝

木
川
和
子
▽

３
位＝

栗
原
美
津
子
。

（

敬
称
略）

高
校
生
以
下
10
円

お
土
産
付
き

◇
出
演＝

金
刺
美
穂
、
北
村
哲
朗
、

岩
谷
礼
子

◇
曲
目＝

カ
ン
タ
ー
タ

第
１
４
０
番
・
歌
劇

秋
メ
ド
レ
ー
村
祭
、
紅
葉
他

◇
問＝
０
９
０（

９
３

６
８）
７
６
０
１
金
刺


